
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学  校  便  り 

TEL  0997-93-2287 

令和３年 ７月２０日発行 

拓 魂 
7月７日（水） 

 沖永良部警察署生活安全課の方に講話をして 

いただきました。実際に県内で起こった事例な 

どを交えて，インターネットの危険性について， 

わかりやすく説明してくださいました。 

 

 

 

 

 

７月９日（金） 

授業参観・学級ＰＴＡ等が行われ，多くの方に御参加 

いただきました。学校保健委員会では，生徒会保体部長 

と副部長が生徒集会での取組（むし歯予防）等について 

発表しました。その後の学級ＰＴＡでは，１学期の生徒 

たちの学校での様子や今年度から新しく３観点に変わる 

通知表の評価についてお話させていただきました。 

授業参観・家庭教育学級・学校保健委員会・学級 PTA・PTA専門部会 

情報モラル教室 

地域ＰＴＡ  ６／２９（田皆小校区），７／２（上城小校区），７／６（住吉小校区） 
 保護者の方々をはじめ，各小学校区の字区長，小学校長，その他地域の皆様方，地域ＰＴＡへの御参加ありが

とうございました。地域の危険箇所や子どもたちの様子について，学校への要望や御意見を頂きました。主なも

のを紹介します。 

【危険箇所】                                

・ 交差点のカーブミラー（数カ所）の未設置や破損・劣化，側溝の蓋の未設置，歩道や車道に倒れ込んでい

るキビや草木等 

・  「通学路」や「徐行」を示す大きな看板の設置 

      → 徐行などの看板，カーブミラー，側溝等の要望について 

７／７役場・県に連絡済  

 ・ 生徒がスピードを出して自転車で通るので危ない。また，自転 

車で通学するときに，２列になっていたり，道路の真ん中を走っていたりするので，危ない。 

   → 学校でも自転車通学のマナーやルールについて話をしていきたい。 

   ・  海は，海岸に使用済みの注射針やおこぜのとげなどがあることがあり，裸足では危ない。 

     → 学校でも子どもたちに裸足で海岸を歩かないように注意していく。 

【学校への要望・御意見】 

  ・  ラジオ体操カードを中学生にも配ってほしい。 → 郵便局から送付されたので，生徒に配布する予定。 

  ・  歓迎会等もコロナの関係でなくなり，地域の方が学校職員を知らない。ラジオ体操など地域行事に積極的

に参加して地域に溶け込んでもらいたい。 

     → 歓迎会は，コロナウイルス感染症のワクチン接種の状況を見て，懇親会という形で実施していく予定。 

  ・  地域ＰＴＡの中で職員紹介を入れてほしい。 

      → 来年度から会順に入れる。（今年度は住吉会場でのみ自己紹介） 

【警察からのお願い】 

・ シートベルトやチャイルドシートの着用を確実に！親戚や地域の方などにチャイルドシートやシートベ

ルトの必要性を情報発信してほしい。 

８月行事予定 ※学校閉庁日には学校は閉まっています。 

２日（月）出校日 ＳＣ来校          １１日（水）～１３日（金）学校閉庁日   

３日（水）夏休み「福祉体験学習」（～４日）  ２０日（金）出校日 ＰＴＡ役員会 

 ５日（金）町イングリッシュキャンプ（～６日） ２２日（日）ＰＴＡ奉仕作業 ※7:00 集合 

一日保護司 7 月 1日（木） 

「社会を明るくする運動」のキャンペーンが行わ

れました。生徒会副会長（２年生）が委嘱状を交

付された後，校舎前で保護司の方と一緒にキャン

ペーン活動を行いました。 
暑中お見舞い申し上げます。 

          早いもので一学期が終わろうとしています。 

保護者の皆様そして地域の皆様方には，本校の教育活動，ＰＴＡ活動に 

御支援・御協力をいただき，心から感謝申し上げます。 

校長 井上 哲志  

１人１台元年！？ 

 ビッグな単位「ギガ」を連想させる「ＧＩＧＡスクール」と名付けられた構想を文科省が打ち出

したのが令和元年 12 月。これまで停滞気味だった「学校のＩＣＴ化」を一気に進めようという意気

込みが感じられるネーミングです。「ＧＩＧＡ」とは「Global and Innovation Gateway for All」

の略で，訳せば「グローバル（世界的な，地球全体の）で革新的な入り口をすべての子どもたちに」

となります。 

 文科省の説明では，これまで「あったらいいな」と思われていたパソコンやタブレットを「なくて

はならない」令和時代のスタンダードとして配備し，「新しい学び」を生み出そうという構想です。

その基盤となる「１人１台端末」の配備が，コロナ対策としてのオンライン授業の必要性等で加速し

全国に行き渡ったことから，これからは「新しい学び」の実践段階に入ることになりました。 

 本校でも例外ではなく１人１台の端末が配備され，新しい学びを試行錯誤してい 

ます。機器を使用している授業を参観してみると，私のように昭和時代から教壇に 

立っている世代の者にとっては，技術的な専門用語に加えて耳慣れない用語がしば 

しば登場し，頭の中でカタカナやアルファベットが行き来することで，授業の流れについていくの

が精一杯です。それに対し生徒たちはというと，教え合いながら「そうか，そうやればいいんだ！」

などとすぐに真似をしながら飲み込んでいきます。羨ましい限りです。まさに隔世の感があります。

文科省は，この構想の目指すところを「誰一人取り残すことなく，公正に個別最適化された創造性を

育む教育」（文科省 HP より），つまり個々の学習記録をクラウドに蓄積しつつ，「この子はこれを学

んだから次はこれ」とそれぞれに応じたコンテンツが提供されていく仕組みと唱っていますが，個

に応じた指導は現場の先生の役割であり手腕の見せどころ，ＩＣＴ環境が整っても新しい学びを生

み出していくのは現場の先生であろうと，機器取扱いに四苦八苦する負け惜しみも加え，そう考え

ている自分がいます。 

そんな中，１学期を終えようとしています。“１人１台元年”は，試行錯誤の繰り返しとなりそう

ですが，手段と目的は別であり，機器の配備完了がゴールではありません。今後も，ネットへの接続

に伴う個人情報の管理の徹底や情報モラルの指導も継続しながら，「新しい学び」を生み出すことに

努力していかねばと思っています。 
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